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共同桑園より日の出を望む

木

代

子

心
ゆ
た
か
な
一
年
て
あ
り
た
い
。

い
の
ち
い
つ
く
し
み

一
九
七
三
年

人
を
愛
し
、

今
、

明
け
初
め
る
玉
川
村
の

ま
つ
す
ぐ
に
歩
く
こ
と
だ

予
期
し
な
い
可
能
性
を
み
つ
め
て

ふ
り
む
か
ず
に

悔
の
あ
る
昨
日
は

陽
は
又
新
し
く
昇
る

玉

) q 

村

九
七
—
__ 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

一
九
七
三
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
村
民
の
皆
様
の
御
健
康
と

御
多
幸
を
心
か
ら
お
祝
い
中
上
げ

ま
す
。今

年
は
丑
年
な
の
で
牛
に
あ
や

か
っ
て
、
た
と
い
そ
の
歩
み
は
遅

く
と
も
退
し
い
体
と
力
で
し
つ
か

り
と
大
地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
一

歩
一
歩
豊
か
な
未
来
を
築
く
た
め

に
歩
み
つ
ゞ
け
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

玉

川

村

長

小

針

千

代

之

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

像

を
画
き
な
が
ら
、
一
九
七

0
年

代
の
計
画
と
実
践
を
訴
え
、
住
民

の
負
托
に
こ
た
え
た
い
所
存
で
あ

り
ま
す
。

豊
か
な
玉
川
村
の
未
来
を
作
る

こ
と
は
私
達
住
民
の
す
べ
て
の
希

い
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
成
果
は
私
達
住
民

の
す
べ
て
の
努
力
と
協
調
に
よ
っ

昭
和
四
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た

い

こ
れ
も
ひ
と
え
に
村
民
各
位
の

り
、
玉
川
村
議
会
を
代
表
し
て
、

，
ご
支
援
と
ご
協
力
の

賜

で
あ
る

つ
つ
し
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る

を

申

し

上

げ

ま

す

。

次

第

で

あ

り

ま

す

。

村
民
の
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
一
＿
一
十
年

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
合
併
以
来
十
七
年
余
、
村
執
行
機

こ
こ
に
希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
春
関
は
も
と
よ
り
、
当
村
議
会
に
お

を
迎
え
る
に
あ
た
り
ヽ
皆
様
方
の
い
て
も
そ
の
議
権
の
伸
長
と
村
民

ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
の
福
祉
増
進
を
目
的
と
し
歩
ん
で

り
申
し
上
げ
ま
す
。

，

ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
昨
年
四
月
五
日
招
集
の
第
近
年
に
お
け
る
我
が
村
は
、
純

一
回
臨
時
議
会
に
お
き
ま
，
し
て
、
農
村
か
ら
都
市
近
郊
農
村
へ
隆
盛

図
ら
ず
も
再
度
議
長
の
要
職
に
つ
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

き
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
新
た
な
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
村
政
運

決
意
を
も
ち
、
そ
の
後
微
力
な
が
営
の
よ
ろ
し
き
を
得
た
結
果
で
あ

ら
円
滑
な
議
会
運
営
と
村
政
の
伸
り
、
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で

展
を
期
し
て
．、
誠
心
誠
意
懸
命
の
あ
り
ま
す
。

努
力
を
し
て
参
っ
た
つ
も
り
で
あ
し
か
し
な
が
ら
、
村
民
生
活
の

り
ま
す
。

べ
f

- ．f
,
9

,‘
.

，
•
安
定
、
福
祉
増
進
を
は
か
る
に
は

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
大
過
．
，今
後
幾
多
の
問
題
が
山
積
し
て
居

な
く
越
年
す
る
こ
沙
が
出
来
ま
し
り
ま
す
。

と
く
に
教
育
行
政
、
土
木
行
政

こ。
キー

玉
川
村
議
会
議
長

小

昭
和
四
十
八
年
こ
そ
は
、
本
村

の
よ
り
一
層
躍
進
の
年
と
し
て
、

村
政
全
般
に
亘
り
、
内
容
充
実
に

最
大
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
な
に
と
ぞ
倍
旧

の
ご
指
導
と
ご
べ
ん
た
つ
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
い
さ
さ
か
所

感
を
の
べ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。 針

年
頭
0

ご
あ
い
さ
つ

保

ま
す
。
昔
が
ら
II

一
年
の
計
は
元

旦
に
あ
り
”
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
日
か
ら
始
ま
る
こ
の
一

年
が
お
互
に
元
気
で
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
し
っ
か
り
頑
張
り
お
互
の

幸
福
と
玉
川
村
の
発
展
の
為
の
貴

重
な
歳
月
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待

し
ま
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
致
し

ま
す
。昭

和
四
十
八
年
元
旦

及
び
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た

水
道
事
業
、
開
．
〈
事
業
、
ま
た
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
公
害
問

題
、
交
通
対
策
等
に
重
点
を
お
い

て
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ

れ
等
の
解
決
を
は
か
る
こ
と

が
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
相
ま
っ

て
、
最
大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う

努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日

よ
り
支
給
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
支
給
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
に
支
給

要
件
に
該
当
に
な
る
方
は
児
童
手

当
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

巳
十
八
オ
未
満
の
児
童
―
―
一
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
人
以
上
が
昭
和
三
十
八
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

で
あ
る
こ
と
。

口
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
一

定
の
額
に
満
た
な
い
こ
と
。

J"u 
伊一

、
児
童
十
八
オ
、
十
五
オ
、

十
オ
一
…
…
こ
の
場
合
一
人
に

支
給
。

二
、
児
童
、
十
五
オ
、
九
オ
、

．
 

一
七
オ

一…
•
•
•
こ
の
場
合
一
人
に

支
給
。

―
―
-
、
児
童
、
十
七
オ
、
十
五
オ
、

•• 

一
十
才
―
一
八
オ
…
•
•
•
こ
の
場

合
二
人
に
支
給
。

ま
た
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

方
で
、
十
八
才
未
満
の
児
童
四
人

以
上
お
り
、
そ
の
う
ち
昭
和
三
十

八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

児
童
二
人
以
上
を
養
育
し
て
い
る

方
は
、
児
童
手
当
額
改
定
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

例一
、
児
童
、
十
八
オ
、
午
五
オ
、

＿
九
オ
一
面
中
字
…
•
•
こ
の
場

衆議院議員総選挙各部落毎投票者数調

有 権者数 投票者数 投 票 令'V1 ' 

部落名

男 女 計 男 女 計 男 女 計

川辺 331 374 705 262 346 608 79.15 92.15 86.24 

蒜生 75 b7 162 64 85 149 

~888755...310 532__ , I 1 11 9999473[ .. __72050 8 7 0 

91 ． 98 

小高 341 367 708 297 346 6培

中 215 '231 446 1S7 215 412 

岩法寺 145 153 298 12t 140 264 

竜 崎 258 265 5?.3 23ぅ 243 482 92.64 91.70 

南須釜 412 435 817 335 383 718 81 .31 88.05 

北須釜 244 259 503 205 238 443 84.02 91 89 88.07 

竺7151.. 竺€d8,1 ' 97 .62 
吉 ]25 ]26 251 104 121 227 91.44 

山 小屋 74 80 154 56 75 131 93.75 85.06 

四 辻 76 78 J 54 sg I 73 I 132 93,59 85.71 

合 計 12,296/2,4~.5 14,751 11,942 j2,26714,209 j 84-58J 92.341 88 591 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
昨
年
十

二
月
十
日
執
行
さ
れ
た
が
、
出
稼

関
心
が
高
か
っ
た

衆
議
院
議
員
選
挙

合
二
人
に
支
給
。

二
、
児
童
、
十
四
オ
、
十
オ
、

tiず

]IIー
一
…
…
こ
の
場

合
二
人
に
支
給
。

三
、
児
童
、
十
八
オ
、
十
五
オ
、

111一
八
オ
―

l

ニ
オ

ー…
…

児
童
手
当
制
度
の

支
給
範
囲
の
拡
大

こ
の
場
合
三
人
に
支
給
。

申
請
書
の
受
付
は
、
役
場
及
び

須
釜
支
所
に
お
い
て
、
一
月
よ
り

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
該
当
と
思

わ
れ
る
方
は
印
鑑
持
参
の
上
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

三
月
末
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
ま

せ
ん
と
、
四
月
分
よ
り
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

尚
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

者
が
多
い
時
期
な
の
で
心
出
さ
れ

た
投
票
率
も
国
民
に
と
っ
て
大
事

な
選
挙
と
あ
っ
て
関
心
が
高
く
、

投
票
率
八
八
、
五
九
形
と
い
う
高

い
率
で
前
回
の
衆
議
院
議
員
総
選

率
（
八
五
、
七
五
形
）
よ
り
二
、

八
四
％
も
上
廻
り
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
に
際
し
棄
権
防
止
啓

発
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
区

長
さ
ん
を
は
じ
め
婦
人
会
の
方
達

に
対
し
惑
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

尚
、
部
落
毎
の
投
票
率
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

閉
山
地
方
広
域
市

町
村
圏
計
画
の
根
幹

事
業
と
し
て
広
域
消

防
を
実
施
し
て
消
防

並
び
に
救
急
業
務
の

整
備
を
は
か
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
わ
が
村
で
は
須

賀
川
地
方
広
域
消
防

組
合
に
加
入
す
る
こ

と
に
十
二
月
定
例
議

会
に
お
い
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お

知
せ
い
た
し
ま
す
。

須
賀
川
地
方
広
城
消
防
組
合
は

須
賀
川
市
、
長
沼
町
、
鏡
石
町
、

岩
瀬
村
、
天
栄
村
、
石
川
町
、
玉

川
村
、
平
田
村
、
浅
川
町
、
古
殿

町
の
一
市
九
ヶ
町
村
を
も
っ
て
組

織
し
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
よ

り
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
組
合
で
処
理
す
る
も
の
は

常
備
消
防
事
務
、
予
防
行
政
と
救

急
事
務
を
実
施
し
、
消
防
団
及
び

.,1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111, 

広域消防について: 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

消
防
水
利
に
関
す
る
事
務
は
行
わ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

組
合
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は

常
備
消
防
費
と
し
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
各
市
町
村
の
交
付
税
を
、

分
賦
金
と
し
て
組
合
財
政
を
運
営

こ
の
図
表
は
昭
和
四
十
九
年
ま

で
の
も
の
で
昭
和
五
十
年
に
は
更

に
古
殿
町
、
玉
川
村
、
天
栄
村
の

三
ヶ
所
に
分
遣
所
が
設
置
さ
れ
ま

す。
詈
貝
の
採
用
、
機
械
の
整
備
に

つ
い
て
は
昭
和
四
十
八
年
に
は
本

署
岩
瀬
地
区
、
石
川
の
各
出
張
所

す
る
も
の
で
、
各
市
町
村
の
自
己

財
源
へ
の
支
出
は
分
署
、
等
を
設

置
す
る
市
町
村
の
敷
地
の
無
償
貸

与
と
消
防
ボ
ソ
。
フ
自
動
車
一
台
の

負
担
の
み
と
な
り
ま
す
。

組

合

機

構

略

図

や
た
ら
な

水
ま
き
や
め

ま
し
ょ
う

道

路

が

◎

/

六
し
ド
¢

凍

っ

て

い

ま

す

祁

＼

喜です

岩
瀬
地
区
出
張
所

|

＝

鏡

石

出

張

所

を
開
設
す
る
の
で
四
月
に
五
名
、

七
月
に
二
十
二
名
、
計
二
十
七
名

を
採
用
し
救
急
車
二
台
、
ポ
ソ

。フ

車
一
台
、
広
報
車
二
台
、
小
型
動

カ
五
台
の
整
備
を
行
い
、
昭
和
四

十
九
年
に
は
四
月
に
一
＿
一
三
名
、
七

月
に
二
四
名
の
採
用
に
よ
り
現
在

の
須
賀
川
消
防
署
の
職
員
を
合
せ

百
二
十
名
の
配
置
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

施
設
に
つ
い
て
は
昭
和

四
十
九
年
に
広
報
車
四
台

化
学
車
一
台
、
救
急
車
一

台
、
予
備
車
一
台
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
年
後
以
降
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
組
合

議
会
に
お
い
て
改
め
て
整

備
計
画
を
協
議
し
、
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
お
り
ま

す。

-

1

 |
i
 

10人 16人 人2
 

ー

口

出

張

所
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JI I 
出 ，

張

所

18人
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玉
川
村
の
小
学
校
施
設
整
備
事

業
も
、
玉
川
一
小
新
築
に
引
続
き

須
釜
小
の
改
築
事
業
が
着
手
さ
れ

第
一
期
工
事
総
面
積
一
、
二
八
七

平
方
米
も
完
了
間
近
か
に
な
り
ま

し
た
。
第
二
期
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
昭
加
四
十
八
年
度
に
実
施
す

る
こ
と
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
の
国
の
景
気
浮

上
大
型
補
正
予
算
の
計
上
に
よ
り

繰
上
げ
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
請

．．
 
彎

．．．．．．．．．． 
属

．．．．．．．．．．．． 
竃

．．．．． 
重

璽

●

●

璽

竃

●

●

讐

璽

量

嘗

・

重

冨

竃

●

璽

．．．．．． 
鼻

．
 

• 
．
 

一
村
内
工
場
た
よ
り

i

重
竃

玉
川
村
、
村
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
お
世
話
に
な

須
釜
小
学
校
の
改
築

ー
ニ
期
工
事
繰
上
け
実
施
ー

ー
土
地
や
建

[¥ー
t'
トー』
[JL

っ
た
と

負
工
事
入
札
も
―
二
月
二
十
二
日

に
行
な
わ
れ
、
第
一
期
工
事
に
引

続
き
矢
吹
町
高
田
工
業
株
式
会
社

に
よ
り
総
面
積
九
四
―
―
一
平
方
米
、

三
八
二
五

0
千
円
の
費
用
で
実
旅

さ
れ
昭
和
四
十
八
年
七
月
末
日
に

計
画
中
で
着
工
段
階
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
た
る
製
品
の
自
動
車
部
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
公
害
防
止
の
た
め

の
無
鉛
化
ガ
ソ
リ
ソ
の
使
用
に
耐
え
得
る
ニ

レ
ジ
ソ
バ
ル
ブ
ツ
ー
ト
を
製
造
し
納
品
し
て

お
り
ま
す
°
ミ
ジ
ン
部
品
に
つ
き
ま
し
て
は

ジ
グ
ザ
グ
用
及
び
工
業
用
ミ
ッ
ン
の
心
臓
部

と
云
わ
れ
る
、
カ
マ
南
及
び
針
棒
揺
動
体
を

新
工
場
に
て
製
造
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

工
場
規
模
は
工
場
敷
地
二
万
七
千
平
方
米

五、

0
0
3
平
方
米
と
な
り
、

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
の
子
供
た
ち
に
、

一
日
も
早
く
近
代
的
な
立
派
な
学

校
で
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
ら

い
、
立
派
な
人
間
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

=＝-＝
i
1

日11-＝＝-＝＝＝＝＝＂日日＝＝＝＝＝＝
i＿
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a
 

曰

っ
て
い
る
皆
様
に
、
本
紙
を
借
り
ま
し
て
、
現
在
従
業
員
数
は
当
村
内
の
出
身
者
が
約
一

先
づ
は
新
年
の
寿
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
、

0
0名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
親
子
揃
っ
血匿

当
社
の
照
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
を
光
栄
て
又
、
未
婦
仲
良
く
一
諸
に
勤
務
し
て
い
た
四B

 

だ
い
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
十
組
程
度
ご
ざ
い
〗

に
存
じ
ま
す
。

＾

会

社

概

況

＞

ま

す

。

当

社

の

社

是

と

し

て

は

”

家

族

的

な

田

軍四

当
社
は
県
の
工
場
誘
致
に
よ
り
、
当
玉
川
明
る
い
和
に
満
ち
た
職
場
の
ナ
カ
ネ
II
を
理
血

村
南
須
釜
の
地
に
昭
和
四
五
年
十
二
月
よ
り
想
と
し
て
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

i匹

操
業
開
始
以
来
、
自
動
車
部
品
と
ミ
ジ
ソ
部
り
、
毎
年
秋
に
は
社
員
揃
っ
て
慰
安
旅
行
に
四

品
を
製
造
し
て
お
り
、
業
績
も
順
調
に
推
移
出
か
け
昨
年
は
男
鹿
半
島
巡
り
金
華
山
に
詣
叩ロ

し
、
更
に
現
在
妓
に
（
旧
）
中
根
製
作
所
福
で
て
参
り
ま
し
た
。
又
各
月
の
生
産
状
況
に

i

島
工
場
よ
り
新
社
名
の
中
根
精
工
株
式
会
社
応
じ
て
、
生
産
手
当
を
加
増
し
て
支
給
し
、
血

と
し
て
発
足
し
、
最
新
式
機
械
工
場
の
新
設
仕
事
に
張
り
の
あ
る
よ
う
に
考
慮
し
て
お
q

-
四

家
族
的
な
明
る
い
和
に

im
 

四

満
ち
た
職
場
中
根
精
工

k

k

-
四n

 

ま
す
。

当
社
は
あ
ら
ゆ
る
精
密
部
品
製
造
に
即
応
5Ill 

Bl 

で
き
得
る
機
械
設
備
の
合
理
化
を
図
り
、
か

111四

つ
技
術
の
研
讃
を
重
ね
、
高
品
質
精
度
の
保
皿曰

持
に
努
め
当
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
全
社

IIB

を
挙
げ
て
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皿5

 
冨B

 

＾

結

び

＞

社

固一
、
心
静
か
に
朗
ら
か
に
和
し
て
仕
事
に

iB
 

励
む
べ
し
。

一
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
親
切
に
誠
心
信

iIll 曰

義
を
重
ん
ず
べ
し
。

1
長
期
譲
渡
所
得
の
税
額
計
算

（
五
年
を
こ
え
る
期
間
持
っ
て

い
た
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場

合
）
（
譲
渡
所
得
ー
特
別
控
除
）

x
税
率
1
1

税
額
特
別
控
除
額

は
ふ
つ
う
百
万
円
で
す
。
税
率

は
、
昭
和
四
十
七
、
四
十
八
年

に
譲
渡
し
た
場
合
は
一
五
形
、

昭
和
四
十
九
、
五
十
年
に
譲
渡

し
た
場
合
は
二

0
形
で
す
。

2
短
期
譲
渡
所
得
の
税
額
計
算

十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

て
み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る

青
年
を
、
祝
い
励
ま
す
国
民
の
祝

日
で
す
。

玉
川
村
で
こ
と
し
成
人
式
で
お

祝
さ
れ
る
方
々
は
昭
和
二
十
七
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
満

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
と
こ
れ
か

ら
な
ら
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

民
法
第
三
条
は
「
満
二
十
年
ヲ
以

テ
成
年
ト
ス
」
と
定
め
て
あ
る
と

お
り
法
律
上
独
立
の
社
会
人
と
し

て
の
地
位
を
獲
得
し
ま
す
。

成
人
と
な
ら
れ
た
方
々
は
、
ま

ず
国
民
と
し
て
最
も
重
要
な
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で
国

政
や
都
道
府
県
あ
る
い
は
市
町
村

の
政
治
に
参
加
す
る
機
会
が
得
ら

れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
財
産
関
係
や
身
分
関
係
な

ど
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
未
成
年

者
の
と
き
の
よ
う
な
法
律
上
の
保

談
は
成
年
者
に
は
取
り
去
ら
れ
、

自
分
の
責
任
と
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

「
わ
か
っ
て
い
る
よ
」
と
は
い

う
も
の
の
、
ま
だ
家
庭
で
は
両
親

の
保
護
に
甘
え
て
い
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
い
い
ご
両

親
を
お
持
ち
だ
か
ら
甘
え
て
い
ら

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
歩
外
に
出

れ
ば
、
あ
な
た
は
も
う
お
と
な
で

す
。
し
っ
か
り
と
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
つ
よ
う
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

言
成
1
1
人

t

一
i. 

―

―ー
ニ
―
―
`
-
•
,
'
．

-―
 

ー

日

[―-

（
五
年
以
下
の
期
間
し
か
持
っ

て
い
な
か
っ
た
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
場
合
）
次
の
二
つ
の
方

法
で
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
ど

ち
ら
か
高
い
方
の
金
額
。

①
譲
渡
所
得
の
四

0
形
相
当
額

③
ほ
か
の
所
得
と
合
計
し
て
通
常

の
所
偉
税
の
計
算
方
法
で
算
出

し
た
税
額
の
う
ち
、
譲
渡
所
得

に
か
か
る
税
額
の
―

-
0形
相

当
額
。
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水
は
低
き
に
流
れ
、
人
は
高
き

に
集
ま
る
と
云
い
ま
す
。
文
明
の

歩
み
は
農
村
か
ら
都
会
へ
人
口
が

集
中
し
、
日
本
の
総
人
口
の
三
二

形
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三

大
都
市
に
集
り
過
密
の
ル
ツ
ボ
で

病
み
、
あ
え
ぎ
そ
し
て
い
ら
だ
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
反
面
農
村
は

若
者
は
減
っ
て
高
令
化
し
、
成
長

の
ニ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
阻
止
し
、
産
業

と
文
化
と
自
然
と
が
融
和
し
た
地

域
社
会
を
全
国
土
に
お
し
ひ
ろ
め

す
べ
て
の
地
域
の
人
び
と
が
、
自

分
た
ち
の
郷
里
に
誇
り
を
も
っ
て

生
活
で
き
る
日
本
社
会
の
実
現
を

す
る
た
め
の
方
策
、
即
ち
田
中
内

閤
の
「
日
本
列
島
改
造
」
の
一
部
が

新
し
い
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
変
革
と
激
動
の
時
代
に
対

応
し
て
長
期
的
展
望
の
上
に
た
っ

て
新
し
い
村
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
地
方
自
治
法
第
二
条
第
五
項
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

0
計
画
策
定
の
経
過

昨
年
四
月
に
小
針
村
長
が
村
政

を
担
当
と
同
時
に
振
興
計
画
策
定

に
着
手
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
過
去
と
、
現
在

と
、
未
来
を
よ
く
見
き
わ
め
る
た

め
の
基
礎
調
査
を
行
い
計
画
作
成

の
資
料
と
し
六
月
に
は
玉
川
村
振

興
計
画
審
識
会
設
置
条
例
を
設
定

し
八
月
に
は
こ
れ
が
委
員
と
し
て

議
会
、
農
業
委
員
、
教
育
委
員
、

農
協
、
青
年
及
び
婦
人
団
体
、
学

識
経
験
者
な
ど
か
ら
二

0
名
を
委

嘱
し
た
。

④
「
新
し
い
村
づ
く
り
」
と
は

い
村
づ
く

川
付
の
振
興
計
圃

原
案
の
作
成
は
役
場
内
に
振
興

計
画
策
定
本
部
を
設
置
し
、
草
野

助
役
を
本
部
長
と
し
企
画
担
当
課

を
中
心
に
数
度
に
わ
た
り
検
討
、

修
正
を
行
い
、
十
月
に
粗
案
が
ま

と
ま
っ
た
の
で
、
審
議
会
に
諮
問

し
、
十
二
月
の
定
例
村
議
会
に
原

案
を
提
出
し
、
承
認
を
得
た
も
の

で
あ
る
。

④
計
画
の
し
く
み

計
画
は
「
明
る
く
、
豊
か
な
、

魅
力
あ
る
」
村
づ
く
り
の
た
め
の

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
次
の
三

つ
に
区
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
基
本
構
想

昭
和
四
八
年
か
ら
昭
和
六

0
年

ま
で
の
ニ
ニ
ケ
年
間
の
施
策
の

大
綱

二
、
基
本
計
画

昭
和
四
入
年
か
ら
昭
和
五
二
年

ま
で
の
五
ケ
年
間
の
村
の
基
本

的
計
画

三
、
実
施
計
画

昭
和
四
八
年
か
ら
昭
和
五

0
年

ま
で
の
三
ケ
年
間
の
村
で
実
施

す
る
事
業
計
画

④
計
画
の
指
標

一
、
人
口
及
び
世
帯
数
は
ど
う
か

本
村
の
人
口
は
昭
和
三
五
年
の

八
、
五
五
六
人
か
ら
昭
和
四
七
年

の
七
、
四
八

0
人
と
一
、

0
八
六

人
の
減
少
の
傾
向
を
見
せ
て
い
た

が
、
今
後
の
開
発
、
工
業
の
新
規

定
地
に
よ
る
若
年
労
働
力
の
村
内

定
着
な
ら
び
に
所
得
水
準
の
向
上

生
活
環
境
の
整
備
に
よ
り
昭
和
六

0
年
に
は
八
、

0
0
0人
に
増
加

す
る
こ
と
を
予
想
さ
れ
る
。

二
、
産
業
別
の
就
業
人
口
は

ど
う
か
。

昭
和
六

0
年
に
は
第
一
次
産
業

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
五
年
よ
り

一
、
二

0
0人
減
少
し
一
、
六
五

0
人
に
第
二
次
産
業
は
一
、
一
〇

0
人
増
加
し
一
、
九
七

0
人
に
、

第
三
次
産
業
は
、
二

0
0人
増
加

し
八
二

0
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る。三
、
経
済
は
ど
う
か
。

農
林
業
粗
生
産
額
は
昭
和
六
〇

年
に
は
二
七
億
―
―
―
千
万
円
と
想
定

さ
れ
、
昭
和
四
五
年
に
比
べ
二
、

一
倍
に
な
り
、
就
労
者
一
人
当
り

の
生
産
所
得
は
百
十
一
万
五
千
円

に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

工
業
出
荷
即
は
昭
和
六

0
年
に
は

六

0
億
四
千
万
円
と
な
り
昭
和
四

五
年
の
四
、
三
倍
に
達
す
る
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。

商
品
販
売
額
は
卸
小
売
を
含
め

て
昭
和
六

0
年
に
は
二
四
億
八
千

万
円
と
予
想
さ
れ
、
昭
和
四

の
四
、
七
倍
と
な
る
。

村
民
一
人
当
り
の
几

昭
和
四
五
年
の
三
、
四
倍
の
九
〇

万
四
千
円
と
な
る
も
の
と
推
計
さ

れ
る
。④

計
画
の
目
標

悠
久
の
昔
か
ら
流
れ
て
つ
き
な

い
阿
武
隈
川
の
清
流
と
、
緑
し
た

た
る
阿
武
隈
山
脈
の
山
ふ
と
こ
ろ

に
わ
れ
わ
れ
の
咀
先
は
郷
土
の
営

み
を
つ
ゞ
け
て
来
た
。

し
か
し
進
展
激
動
す
る
社
会
の

状
勢
の
現
在
に
あ
っ
て
は
こ
の
ま

4

の
姿
で
は
他
町
村
と
の
格
差
が

拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
豊
か
な
新
し
い

地
域
社
会
の
創
造
に
向
っ
て
努
力

を
必
要
と
し
、
過
去
と
現
在
の
姿

を
よ
く
見
究
め
村
の
未
来
像
を
定

め
村
民
の
総
力
を
結
集
し
て
「
明

る
く
、
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
」
玉

ゑ
川
村
を
建
設
す
る
俎
め
の
計
画
を

樹
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
実
施
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
次
の
三
つ
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

一
、
道
路
網
の
整
備
、
生
活
環
境

施
設
の
改
善
を
行
な
い
、
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
環
境
づ

く
り
を
進
め
「
明
る
い
玉
川
村
」

を
つ
く
る
。

二
、
農
林
業
の
近
代
化
を
進
め
、

生
産
性
を
増
大
し
、
地
域
の
特

性
に
合
致
し
た
企
業
の
誘
致
を

進
め
、
村
内
に
お
け
る
雇
用
の

拡
大
を
は
か
り
、
既
存
企
業
の

育
成
、
近
代
的
商
業
経
営
の
推

進
な
ど
地
城
産
業
の
発
展
に
つ

と
め
「
豊
か
な
玉
川
村
」
を
つ

く
る
。

三
、
住
民
福
祉
の
増
進
、
保
健
術

生
の
充
実
を
は
か
り
、
新
し
い

人
間
像
を
つ
く
る
教
育
と
文
化

の
充
実
に
努
め
「
魅
力
あ
る
玉

川
村
」
を
つ
く
る
。

④
実
施
計
画
（
三
年
間
）

実
旋
計
画
は
昭
和
四
八
年
よ
り

昭
和
五

n年
ま
で
の
三
ヶ
年
間
に

実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
計
画
し

た
も
の
で
そ
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
道
路
整
備
事
業
＂

郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏
の
根

幹
事
業
と
し
て
玉
川
村
で
行
う
も

の
が
四
ケ
所
五
、
四

0
0米
で
こ

の
事
業
費
七
千
八
百
五
十
万
円
、

村
単
独
事
業
と
し
て
三
ヶ
所
一
、

四
五

0
米
、
事
業
費
一
千
七
百
五

0
万
円
、
へ
き
地
振
奥
事
業
と
し

て
三
ヶ
所
千
三
百
米
事
業
費
一
千

八
百
万
円
、
林
道
整
備
事
業
と
し

て
一
ケ
所
一
、
五

0
0米
事
業
費

九
百
万
円
、
合
計
一
億
二
千
三
＝

万
円
。

二
、
近
代
化
施
設
整
備
事
業

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
ケ
所
、

野
菜
共
選
施
設
一
ヶ
所
、
葉
た
ば

こ
合
理
化
セ
ン
タ
ー
一
六
椋
、
ト

ラ
ク
タ

l
-
＝
台
、
田
植
機
三

0
台

バ
イ
ン
ダ
ー
三

0
台
、
事
業
費
合

計
九
千
七
百
八
十
六
万
三
千
円
。

三
、
学
校
施
設
整
備
事
業

須
釜
小
改
築
（
二
期
工
事
）
、

須
釜
小
屋
体
新
築
、
須
釜
小
中
学

校
プ
ー
ル
建
設
、
事
業
費
合
計
九

千
四
十
二
万
四
千
円
。

四
、
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

公
民
館
建
築
一
、

0
0
0
平
方

米
、
村
民
体
育
館
七

0
0平
方
米

事
業
費
合
計
九
千
十
万
円
。

五
、
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業

老
人
の
家
ニ
ハ
五
平
方
米
、
保

育
所
三
一
―

-0乎
方
米
、
事
葵
費
合

計
二
千
二
百
二
十
万
円
。

六
、
広
域
簡
易
水
道
事
業

一
億
二
千
三
百
四
十
二
万
円
。

七
、
住
宅
建
設
事
業

三

0
戸
、
事
業
費
四
千
二
百
万

円。
こ
れ
ら
の
事
業
費
合
計
五
億
九

千
百
七
十
二
万
九
千
円
と
な
り
、

こ
れ
を
昭
和
五

0
年
ま
で
に
実
施

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
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[
＋
二
支
の
性
質

（
丑
年
）

ヽ
•

一

今

年

は

丑

の

年

で

あ

り

ま

す

が

、

十

二

畿

疇

一

“
 ヽ

一
支
の
性
質
か
ら
す
る
と
、
丑
の
年
は
忍
耐

一
カ
強
く
、
言
葉
少
な
で
信
用
あ
り
、
好
き

叫
嫌
い
あ
っ
て
押
し
強
く
腹
立
易
い
が
、
熱

ロ
に
や
れ
ば
、
晩
年
安
楽
な
余
生
を
お
~
.
=
 

[
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
書
か
れ
て
お
り
ま

111

ず。

;;111111111111 
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オ
ホ
ー
ツ
ク
海
望
め
る
岡
へ
汐
鳴
り
は
ソ
聯
の

凪
を
運
び
来
る
に
や

峠
の
上
立
て
ば
左
右
に
街
見
え
て
希
青
白
の
春

の
色
彩

登
別
地
獄
の
谷
に
煮
沸
す
る
年
日
は
地
鳴
り
と
な

り
て
幾
百
年

日
勝
峠
も
や
た
ち
こ
め
て
自
動
車
の
硝
子
を
た

た
＜
両
と
な
り
た
り

峠
や
や
下
り
と
な
れ
ば
黒
々
と
思
わ
ぬ
方
に
原

始
林
の
山
毛
欅

ニーニ

L鼻
巨

U
^

再
北
海
道
の
旅
四

て
明
る
い
正
月

｀
 

<
,

.
 

＇

じ

<`

.
≪

≪

'

.

 

;
 
●

V

●

、

<

.

.
 

<
 

<

≪

 

9
v
↓
 

中
の
高
林
浅
太
れ
て
い
る
一
家
四
代
夫
婦
は
県
内

大
字

郎
さ
ん
宅
で
は
、
父
親
で
も
め
ず
ら
し
い
が
、
そ
れ
に
近

夫
婦
の
勝
太
郎
（
八
三
）
＜
五
代
目
が
誕
生
予
定
と
い
う
こ

さ
ん
、
キ
ク
（
八
―
―
-
）
と
で
、
お
め
で
た
が
重
な
り
、
新

さ
ん
、
そ
れ
に
浅
太
郎
年
に
ふ
さ
わ
し
い
部
落
中
の
明
る

（
六
四
）
さ
ん
、
セ
イ
い
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

i

-

（
六
二
）
さ
ん
夫
婦
、
高
林
さ
ん
四
代
夫
婦

ど

長
男
夫
婦
の
浅
男
（
四
四
）
さ
ん
（
写
真
福
島
民
報
提
供
）

•
J 

良
枝
（
四

O
)
さ
ん
、
孫
の
浅
勝

（
二
三
）
さ
ん
、
幸
子
（
ニ
―
)

さ
ん
夫
姉
の
一
家
四
代
夫
婦
が
揃

っ
て
新
年
を
迎
え
、
親
せ
き
始
め

隣
近
所
か
ら
祝
福
さ
れ
て
い
る
。

令

9

<
<
 

特
に
四
夫
婦
と
も
初
縁
で
結
ば

‘
 

n-
＿

_l==――-
i
 

I
 

ー

F
 

g̀
v
,
 

ー

＇ ＇ ＇ 

一
ー

，
 

I
 

ーーーー

一
ーー

＇ 
ー

．．
． ー

，
 一

＇ 
ー

＇ 
ー

＇ 
ーー

一
ーーI

 

ーーーー

一

溝

井

冬
季
間
に
入
り
、
暖
房
器
具
を

灯
油
の
保
管
は

適

切

に

毎
年
子
供
の
氷
す
べ
り
に
よ
る

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
心
こ
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
子
供
の
池
や
沼
で
の
氷
す

べ
り
は
非
常
に
危
険
で
す
か
ら
、

絶
体
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
ヒ
で
氷
す
べ
り
も

交
通
事
故
の
も
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
危
険
な
遊
び
で
す
。

そ
れ
か
ら
へ
寒
く
な
る
と
子
供

の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
も
毎
年
多

く
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
火
遊
び
に
も
十
分
注
意
し
合
っ

て
こ
れ
等
の
事
故
を
未
然
に
防

止
し
た
い
も
の
で
す
。

丁
ぁ
ふ
い
ク
。
•
一

-_
11|h|
子
供
の
氷
す
べ
り
ー

火
災
の
起
き
易
い
時
期
で
す
。

火
器
の
取
扱
い
に
ご
注
意
を
ク

ニ
八
日 日
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-
0
0
リ
ヅ
ト
ル
以
上
保
管
す
る
叩

に

は

設

備

が

心

要

と

さ

れ

て

お

り

[

年

の

暮

れ

拙

郎

呻

ま
す
。

:[＇
パー杓

[
.
.
 ｀
文
胃
応窒
誓
い
和
[—

険
．
子
張
り
書
を
読
む
こ
こ
ろ
戻
り
け
り

1
1
1

111

年

迫

り

親

し

き

顔

も

行

き

過

ぎ

ぬ

仰

家
庭
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
．

使
用
す
る
家
庭
が
多
く
な
り
ま
し
の
よ
う
な
家
庭
に
あ
っ
て
は
必
ず
[11

日

を

恋

ひ

し

冬

の

桧

原

湖

風

が

撫

づ

皿

た
が
、
燃
料
用
灯
油
の
保
管
に
っ

＞保
管
設
備
を
し
安
全
な
保
管
を
さ
[叫

枯

葦

の

み

だ

れ

て

湖

の

波

絶

え

ず

い
て
は
火
災
予
防
条
例
に
基
づ
き

や
ま
が
ら

｀

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皿

朝

の

日

に

山

雀

こ

ほ

す

冬

紅

葉

皿

年

の

暮

れ

年

の

か

さ

み

を

妻

が

言

う

血

庭

手

入

れ

黙

し

つ

友

の

眉

白

し

す

叩

黒

牛

の

身

を

擦

る

柵

の

霜

き

び

し
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税
務
の
依
頼
は
正
規
の
税
理
士
に

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

四代夫婦罰
揃
つ

税
理
士
は
、
納
税
者
の
依
頼
に

応
じ
て
、
所
得
税
、
法
人
税
、
相

続
税
な
ど
い
国
税
や
、
事
業
税
、

市
町
村
民
税
な
ど
の
地
方
税
に
つ

い
て
、
税
務
代
理
や
、
税
務
書
類

の
作
成
、
税
務
相
談
を
行
な
い
ま

-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝-？l-＝=＝ 
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一
月
の
行
事
予
定
表
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ニク中ニーーー上一七六
五 0九六五 〇
日 旬日日日日旬日日

？ 

消
防
出
初
式
須
釜
小

水
道
給
水
工
事
測
定

生
改
研
修
会

工

事

入

札

成

人

式

開
パ
営
農
推
進
協
議
会

仔
牛
セ
リ
市
（
石
川
）

第
一
回
農
業
委
員
会

民
生
委
員
会

月

例

監

査

村
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
納
期

艮;
 

村
民
碁
将
棋
大
会

す
。
こ
の
税
理
士
の
業
務
を
行
な

う
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
税
理
士

試
験
に
合
格
し
て
税
理
士
の
登
録

を
受
け
、
税
理
士
会
に
入
会
し
て

い
る
税
理
士
と
一
定
の
手
続
き
を

し
た
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
と
な

つ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
期
等
に
は
、
に
せ
税

理
士
が
横
行
す
る
の
で
、
税
理
士

を
依
頼
す
る
と
き
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
歴
史
に
残
る
話

題
や
、
い
ろ
ん
な
事
件
が
多
い
年

で
あ
り
ま
し
た
。

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
説
大
会

ミ
ュ
ソ
ヘ
ソ
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
大

会
、
横
井
庄
一
さ
ん
の
救
出
、
浅

間
山
荘
事
件
、
沖
縄
返
選
、
田
中

内
閣
誕
生
、
日
中
国
交
樹
立
、
総

選
挙
等
話
題
や
事
件
が
あ
り
、
総

選
挙
後
第
二
次
田
中
内
閣
が
成
立

し
、
県
民
待
望
の
斎
藤
厚
生
大
臣

が
誕
生
い
た
し
、
日
本
列
島
改
造

論
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
我
な
国

民
に
と
っ
て
関
心
が
高
い
の
が
、

公
害
の
問
題
で
す
。

こ
の
―
つ
に
阿
武
隈
川
の
水
質

を
昔
の
よ
う
な
き
れ
い
な
水
に
し

よ
う
と
、
県
民
運
動
が
盛
り
上
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
斎
藤
厚
生

大
臣
に
ぜ
ひ
阿
武
隈
川
の
水
が
昔

の
よ
う
な
き
れ
い
な
水
に
な
る
よ

9

9

う
に
、
ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。




